
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ② 地中熱融雪システムの導入 part2 

快適な歩行空間を確保 

路上に露出した施設が

一切無く、かつ水跳ねも

無いため、降雪時にも快

適に歩行できます。 

・はじめに 
今年度で見附駅周辺整備事業の前期計画が完了します。今号では、今年度完了した事業についてご紹

介します。また、裏面では今年度に実施した見附駅周辺での賑わい創出に関する取り組みについていく

つかご紹介します。 

東口駅前ロータリー、駐輪場及び交流施設、連絡通路の工事では、長らく交通規制等に伴いご迷惑を

お掛けしてきましたが、これまで車両規制してきた部分に関しまして１２月中にすべて解除となりまし

た。ご協力大変ありがとうございました。 

 安全で快適な見附駅にできるよう、引き続きロータリーや送迎用駐車場など利用方法へのご理解とル

ール順守へのご協力をお願いします。 
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 ① 見附駅交流拠点 MITSUKERU の利用開始 

2022 年に工事をスタートした見附駅駐輪場と 2階交流施設が 2024 年 3月に完成し、5月 29 日にオー

プンいたしました。オープン以降、多くの方々にご利用いただき 2025 年 2 月には早くも来場者が 5 万

人を突破しました。 

◎ 見附駅周辺整備事業について 

【裏面へ続く】 

2024 年 5 月 29 日オープン！ 

東口駅前ロータリー改修工事では、歩道部に地中熱を利用した融雪システムを導入しています。今年度は

藤屋旅館様前から駅前交差点までの歩道部に設置しました。地中熱融雪システムは一般的な消雪パイプに代

わる“エコ”で“クリーン”な融雪設備です。 

② 送迎用駐車場と駅を結ぶ連絡通路の利用

2024 年 1月に工事をスタートした送迎用駐車場と駅を結ぶ連絡通路が、2024 年 11 月に仮供用を開始

しました。駅正面の屋根付き通路はこれからの工事になりますが、連絡通路が完成したことによって駅

利用者の利便性が向上しました。また、先行してオープンした MITSUKERU 下の駐輪場とあわせて、連絡

通路脇にも駐輪スペースが出来ましたので、工事前と同規模の駐輪スペースが出来上がりました。 

地盤沈下の抑制 

従来の消雪パイプと異な

り、地下水の汲み上げは

ありません。 

ランニングコスト不要 

地中熱を利用している

ので、電気やガスは一切

使用していません。 

2024 年 11 月 1 日仮供用 
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 ③ 朝から温活!!スープ等を提供し学生を支援 

5月29日のオープン以来、地域おこし協力隊と

ＮＰＯ法人doみつけに協力いただき、ＭＩＴＳ

ＵＫＥＲＵにて様々な企画やイベントを実施し

てきました。 

ＭＩＴＳＵＫＥＲＵが出来たことによって、

今まで賑わいのなかった駅前に人が集まり、新

たな交流が生まれました。 

今後も、駅周辺ににぎわいや交流が生まれる

よういろいろな仕掛けを実施していき、様々な

人が交流施設や見附駅を利用していただけるよ

うにしていきます。 

 ① MITSUKERU でのイベントをご紹介 

 

【お問合せ先】 

見附市 都市環境課 地域交通係 

TEL：0258-62-1700 

e-mail：tokan@city.mitsuke.niigata.jp 

駅周辺整備事業に関する情報を掲載しています。 

バックナンバーから過去の出発進行をチェック！ 

◎ 見附駅周辺の交流や賑わいの創出へ！ 
 ② 駅前を華やかに！連絡通路のイルミネーション 

クリスマスイベントとあわせて連絡通路にイルミネーションやクリスマスデコレーションを行いました。 

また、地元企業からもご協力いただき、残布などで柱やイルミネーションに装飾も行いました。 

駅前広場やＭＩＴＳＵＫＥＲＵの完成で明るくなった見附駅前を、更に華やかに彩ってくれるものとなりま

した。 

見附駅周辺での交流や賑わいの創出に関する取り組みは、   NPO 法人 do みつけ の協力を得て活動しています。 

今年度も学生支援の一環として、温かい豚汁やコーンスープなどを提供し、体全体を温めてコンディション

を整え「学校へ行こう！」という取り組みを昨年の４月と５月の２回行いました。 

昨今は、朝食を欠食する若い世代の割合が約２５％（まったく食べない、またはたまに食べる人を含む）と、

約４人に１人と言われており、朝食をしっかりとってもらうことで、学生の活躍を支援していくことを目的と

した活動です。今後も不定期ではありますが、継続して取り組んでいく予定にしています。 


